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大きくなって帰ってきてね
しもだて紫水ロータリークラブ（佐藤世

せ い じ

事会長）主催による『2009Welcome
サーモン at 筑西』が2月 22日、勤行緑地公園で開催されました。この日放
流された約１万尾の稚魚は「NPO未来につなごう鬼怒川・小貝川の会」がふ化
させたものです。約800人の参加者がバケツを手に「元気で大きくなって帰っ
てきてね」と声をかけながら、約８㎝程度に成長した鮭の稚魚を放流しました。

勤行川で鮭（サケ）の稚魚の放流会が開催されました



　

洋
画
家
で
文
化
勲
章
受
章
者
の
森も

り
た
し
げ
る

田
茂
先
生
（
筑
西
市
名
誉
市
民
・
茨

城
県
名
誉
県
民
・
筑
西
ふ
る
さ
と
大
使
）
が
３
月
２
日
、
東
京
都
内
で
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
１
０
１
歳
で
し
た
。

　

森
田
先
生
は
、
主
に
日
本
の
郷
土
芸
能
や
民
俗
行
事
な
ど
を
描
き
、
絵

の
具
を
厚
く
盛
り
上
げ
た
色
彩
豊
か
な
作
風
で
知
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
45

年
に
「
黒
川
能
」
で
日
本
芸
術
院
賞
。
平
成
元
年
に
文
化
功
労
者
、そ
し
て
、

平
成
５
年
に
は
文
化
勲
章
を
受
章
し
て
い
ま
す
。
日
本
洋
画
界
の
黎れ
い

明め
い

期き

を
支
え
、
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
き
た
森
田
先
生
の
功
績
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
下
館
を
愛
す

森
田
茂

追
悼

先
生

　

森
田
茂
先
生
は
明
治
40
年
、
真
壁
郡

下
館
町
本
城
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

絵
を
本
格
的
に
描
き
始
め
た
の
は
、

大
正
13
年
に
茨
城
師
範
学
校
（
現
・
茨

城
大
学
）
を
卒
業
し
、
教
員
と
し
て
真

壁
郡
大
田
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
・
大

田
小
学
校
）
に
赴
任
し
た
こ
ろ
か
ら
。

　
「
大
田
小
学
校
時
代
は
楽
し
か
っ
た
。

子
供
た
ち
を
連
れ
て
、
筑
波
山
の
写
生

に
よ
く
出
か
け
ま
し
た
。
図
画
の
時
間

は
素
描
（
デ
ッ
サ
ン
）
を
中
心
に
教
え

ま
し
た
。
私
が
あ
ま
り
に
も
デ
ッ
サ
ン

描
く
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　

昭
和
６
年
、茨
城
県
出
身
の
洋
画
家
・

熊
岡
美
彦
が
開
設
し
た
洋
画
研
究
所
に

入
所
。
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
で
訪
れ
た
飛
騨

高
山
の
お
祭
り
で
、
金き
ん
ぞ
う
じ
し

蔵
獅
子
と
呼
ば

れ
る
獅
子
舞
と
出
会
い
、
自
然
風
景
よ

り
も
郷
土
芸
能
や
民
族
行
事
に
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

昭
和
７
年
に
東
光
会
が
結
成
さ
れ
、

翌
年
の
第
１
回
展
に
出
品
し
た『
白
衣
』

が
入
選
。
そ
の
翌
年
、
帝
展
に
出
品
し

た
『
神
楽
獅
子
の
親
子
』
が
初
入
選
を

果
た
し
、
画
家
と
し
て
の
第
一
歩
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

東
光
会
会
員
と
な
っ
た
昭
和
13
年
に

は
、
第
２
回
新
文
展
で
『
金
蔵
獅
子
』

が
特
選
を
受
章
し
、
作
品
は
外
務
省
の

買
い
上
げ
と
な
り
、
イ
タ
リ
ア
の
ム
ッ

ソ
リ
ー
ニ
首
相
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
14
年
に
妻
の
初
子
さ
ん
と
結

婚
。
戦
後
の
一
時
期
は
初
子
さ
ん
が
海

産
物
を
売
り
歩
く
な
ど
生
活
を
支
え
ま

し
た
。「
戦
前
・
戦
後
の
混
乱
期
に
画

家
を
続
け
ら
れ
た
の
は
妻
の
お
か
げ
。

感
謝
し
て
い
ま
す
よ
」
と
生
前
よ
く

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
初
子
さ
ん
も
８
年
前
に
88
歳
で

こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。

　

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
る
山
形
県
の

『
黒
川
能
』
と
出
会
っ
た
の
は
昭
和
41

年
。「
黒
川
能
は
、
都
会
の
洗
練
さ
れ

た
能
と
は
違
っ
て
、
普
段
は
野
良
に
出

て
働
い
て
い
る
地
元
の
人
た
ち
が
神
に

捧
げ
る
た
め
に
や
る
能
。
東
北
弁
の
謡
う
た
い

が
格
別
で
ね
。
人
間
本
来
の
魂
が
揺
さ

黒
川
能
と
の
出
会
い

デ
ッ
サ
ン
と
口
に
す
る
の
で
、
学
校
中

で
『
デ
ッ
サ
ン
先
生
』
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
」
と
文
化
勲
章
受

章
時
に
本
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
笑
顔

で
答
え
た
森
田
先
生
。

　

こ
の
こ
ろ
か
ら
画
家
に
な
る
夢
を

徐
々
に
膨
ら
ま
せ
て
い
き
ま
す
。

　

昭
和
３
年
、
大
田
尋
常
高
等
小
学
校

を
退
職
し
て
上
京
、
都
内
の
小
学
校
で

図
画
教
師
を
し
な
が
ら
、
盛
ん
に
絵
を

画
家
を
志
す

足腰が弱くなってからも作品づくりへの
意欲は衰えることがありませんでした。
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晩
秋
の
朝
の
庭
で
先
生
は
一
人

油
絵
を
描
い
て
お
り
ま
し
た
。キ
ャ

ン
バ
ス
に
つ
い
た
黄
色
い
い
ち
ょ

う
の
葉
が
、
ま
る
で
絵
の
よ
う
に

美
し
く
見
え
た
も
の
で
す
。
私
が

森
田
先
生
の
門
を
た
た
い
た
の

は
、
昭
和
40
年
11
月
。
あ
れ
か
ら
、

時
は
夢
の
よ
う
に
過
ぎ
ま
し
た
。

　

先
生
は
よ
く
ふ
る
さ
と
の
こ
と

を
話
さ
れ
ま
し
た
。
幼
少
の
こ
ろ

の
本
城
町
周
辺
。
田
町
の
急
な
坂

道
。
巾
広
い
大
町
通
り
。
埋
め
た

て
を
始
め
た
こ
ろ
の
下
館
駅
前
。

八
丁
台
か
ら
か
け
下
り
て
く
る
土

を
運
ぶ
ト
ロ
ッ
コ
、
ひ
る
が
え
る

土
工
の
は
ん
て
ん
。
田
の
中
に
ぽ

つ
ん
と
在
っ
た
お
稲
荷
様
。
中
館

台
か
ら
眺
め
た
筑
波
山
。
下
館
小

学
校
か
ら
見
お
ろ
し
た
光
る
勤
行

川
。
そ
れ
ら
の
風
景
は
か
ぎ
り
な

く
な
つ
か
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

先
生
の
呼
吸
が
日
ご
と
に
か
細

く
な
っ
て
き
た
あ
る
日
、
私
は
病

室
で
先
生
と
二
人
だ
け
の
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
静
寂

の
中
で
先
生
の
安
ら
か
な
顔
が

神
々
し
く
見
え
ま
し
た
。

　
「
先
生
、
長
い
間
た
い
へ
ん
お

ぶ
ら
れ
る
よ
う
な
感
動
が
あ
り
ま
し

た
。
ぼ
く
は
、
黒
川
能
そ
の
も
の
を
描

く
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
れ
を
見
て
感
動

し
た
も
の
を
図
画
に
し
て
る
ん
で
す
」

と
森
田
先
生
は
回
顧
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
年
、
第
９
回
新
日
展
に
出
展
し

た
、『
黒
川
能
』が
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
。

昭
和
45
年
に
は
、
日
本
芸
術
院
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

昭
和
51
年
日
本
芸
術
院
会
員
、
昭
和

52
年
に
は
東
光
会
初
代
理
事
長
に
就
任

し
、
さ
ら
に
勲
三
等
瑞
宝
章
を
受
章
。

昭
和
57
年
に
日
展
顧
問
。
そ
し
て
、
平

成
元
年
に
は
文
化
功
労
者
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
、
何
も
考
え
ず
、
た
だ

絵
を
描
い
て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
の
間

に
か
勲
章
が
来
た
わ
け
で
す
。
天
皇
さ

ま
か
ら
免
状
と
勲
章
を
い
た
だ
く
の
は

な
か
な
か
い
い
も
の
で
す
よ
。
も
ち
ろ

ん
下
館
の
み
な
さ
ん
の
応
援
の
お
か
げ

で
す
」。
平
成
５
年
に
文
化
勲
章
が
贈

ら
れ
た
と
き
に
語
っ
た
、
飾
り
気
の
な

い
森
田
先
生
ら
し
い
言
葉
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
が
称
え
ら
れ
、
平
成

４
年
に
下
館
市
名
誉
市
民
、
平
成
５
年

に
は
横
山
大
観
、
板
谷
波
山
に
次
ぐ
茨

城
県
名
誉
県
民
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
下
館
は
、
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
地

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
私
に
と
っ
て
制

作
活
動
の
根
源
で
す
。
よ
そ
の
ま
ち
と

は
違
う
重
量
感
と
素
朴
な
感
動
が
あ
る

下
館
の
神
輿
。
祇
園
囃
子
の
太
鼓
の
た

た
き
方
に
し
て
も
、
優
美
と
い
う
よ
り

も
、
ち
ょ
っ
と
荒
々
し
い
と
こ
ろ
が
お

も
し
ろ
い
文
化
だ
と
思
い
ま
す
よ
」。

昨
年
、
冨
山
省
三
市
長
が
東
京
目
白
の

ご
自
宅
を
訪
ね
た
と
き
に
、
故
郷
下
館

を
語
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
油
彩
画
や

デ
ッ
サ
ン
な
ど
54
点
の
寄
贈
を
受
け
て

い
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、
薪
能

や
絵
画
、
陶
器
な
ど
本
物
に
接
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
森
田
先
生
は
言
い

続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
強
い
思
い
が

本
市
の
文
化
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

亡
く
な
る
直
前
ま
で
、
車
い
す
に
座

り
キ
ャ
ン
バ
ス
に
向
か
っ
て
い
た
森
田

先
生
。
精
力
的
に
新
作
に
挑
み
、
常
に

日
本
洋
画
界
の
先
駆
者
た
ら
ん
と
し
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
21
年
３
月

２
日
、
80
年
以
上
握
り
続
け
て
い
た
絵

筆
を
置
く
こ
と
に
。
享
年
１
０
１
歳
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

文
化
勲
章
を
受
章

下
館
は
制
作
活
動
の
源

せ
わ
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
が
お
示

し
下
さ
れ
た
文
化
は
こ
れ
か
ら
み
ん

な
で
真
剣
に
守
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」。
悲
し
み
を
飲
み
込
み
な
が
ら

申
し
あ
げ
る
と
、
先
生
の
目
に
細
い

涙
が
光
り
ま
し
た
。
私
は
手
を
握
り

か
え
し
、

　
「
き
ょ
う
で
い
よ
い
よ
お
別
れ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
い
う
せ
つ
な
い

思
い
を
へ
や
に
残
し
て
、
去
り
が
た

く
病
室
を
出
ま
し
た
。

　

巨
星
は
大
地
に
お
ち
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
人
達
が
限
り
な
い
大
恩
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
空
風
火
水
土
、

森
田
先
生
ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
休
み

下
さ
い
。

上野の森美術館で開催された、第73回東光会
展で森田茂先生を案内する飯泉俊夫さん。

「ぼくの仕事場は足の踏み場もないような所で、歩ける道は獣道（けものみち）のようだ
からね…」。作品に囲まれ無心でキャンバスに向かう森田先生。（自宅アトリエにて）

洋
画
家  

飯
泉
俊
夫
さ
ん（
小
林
）

師 

森
田
茂
先
生

  

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
（
東
光
会
常
務
理
事
・
日
展
評
議
員
・
筑
西
ふ
る
さ
と
大
使
）
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保
険
加
入
者
（
特
定
健
康
診
査
）
を
見

る
と
、
健
診
を
受
け
た
人
の
３
・
６
％

が
「
異
常
な
し
」、
21
・
７
％
が
「
要

指
導
」、
74
・
７
％
が
「
要
医
療
」
と

い
う
結
果
で
し
た
。 

こ
の
結
果
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
何
ら
か
の
生
活
改
善

が
必
要
な
人
が
２
割
以
上
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　

心
臓
病
や
脳
卒
中
は
「
循
環
器
病
」

に
分
類
さ
れ
、
動
脈
硬
化
に
よ
っ
て
発

症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
動
脈
硬
化
は
、

高
血
圧
や
髙
脂
血
症
・
糖
尿
病
・
肥
満
・

喫
煙
・
加
齢
な
ど
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
が
重
く
な
る
ほ
ど
、

脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
重
い
生
活

習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
血
圧
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
が
「
少
し
高
い
」
と
い
う
健
診
結
果

で
も
安
心
で
き
ま
せ
ん
。「
少
し
高
い
」

状
態
で
も
動
脈
硬
化
は
進
行
し
ま
す
。

黄
色
信
号
の
う
ち
か
ら
生
活
習
慣
を
改

善
し
、
そ
れ
以
上
悪
く
な
ら
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

健
診
は
「
健
康
を
保
つ
た
め
に
受
け

る
も
の
」
で
す
。
定
期
健
診
は
身
体
の

異
常
を
軽
い
う
ち
に
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

５
年
後
も
10
年
後
も
健
康
で
い
ら
れ

る
よ
う
に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　　

左
の
グ
ラ
フ
は
、
筑
西
市
の
死
因
を

示
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
約
７
割
弱
が
、

が
ん
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
が
原
因
で
死

亡
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
脳
卒
中
が
原

因
で
４
人
に
１
人
が
介
護
の
必
要
な
状

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
気

に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、「
早
期
に

は
日
常
生
活
に
支
障
が
出
る
ほ
ど
の
自

覚
症
状
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。 

自
分
で
は
、
健
康
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、

こ
れ
ら
「
生
活
習
慣
病
」
は
、
あ
な
た

の
気
づ
か
な
い
う
ち
に
忍
び
寄
っ
て
き

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

市
の
平
成
20
年
度
の
集
団
健
診
結
果

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
市
の
国
民
健
康

　もしかすると「面倒くさい」「時間がない」「何となく健診
会場には行きたくない」など、何かと健康診断を後回しにし
ていませんか？ 健康診断ではいろいろな検査を行うことに
よって、自分では気づかなかった身体の変化を知ることがで
きます。病気の早期発見にも役立ちます。
　平成 21 年度の健康診査が４月から始まります。全戸配布
しました『平成 21 年度版筑西市健康カレンダー』をご覧い
ただき、必ず定期健診を受けましょう。

みなさんは定期健診を受けていますか？

特定健診・がん検診のお知らせ

平成 19 年茨城県保健福祉統計年報から

筑西市死因別比率

不慮の事故
老衰など 悪性新生物

（がん）

心疾患脳血管疾患

肺 炎

その他

31.1％

21.4％14.1％

12.6％

20.8％ 忍
び
寄
る
『
生
活
習
慣
病
』

定
期
健
診
に
行
き
ま
し
ょ
う

健
診
結
果
は
、

身
体
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

黄
色
信
号
の
間
に
生
活
改
善

健診へ行こう
平成 21年度の健康診査が始まります

4



特定健診

がん検診

詳しくは『平成 21 年度版・筑西市健康カレンダー』をご覧ください。

メタボリックシンドローム（内臓脂肪型肥満）の予防改善を目的に、健康診査
を行います。健診の結果、メタボの危険度が高い人は、特定保健指導を受ける
ことになります。

市では、死亡原因の約３割以上を占めるがんの早期発見・早期治療を図るため、
次のがん検診を実施しています。検診を受けたことがない人はぜひ今年から、
いつも受けている人はこれからも定期的にがん検診を受けましょう。

対象者 国民健康保険加入者 国民健康保険以外の加入者

対象年齢 40 歳〜 74 歳（昭和 44 年４月１日生まれ〜 75 歳の誕生日前日まで）

健診料金 1,000 円（医療機関利用の場合は 1,500 円） それぞれの医療保険者にご確認ください。
※医療保険者とは、政府管掌健康保険、健康保険組合、
国民健康保険などを指します。医療保険者は保険証で
確認できます。

受診券 ４月中旬に「特定健康診査受診券」を郵送します。

持参する物 特定健康診査受診券、保険証、健診料金 特定健康診査受診券、保険証、健診料金

追加検査
心電図、眼底、貧血　
特定健診を受けた人で、希望する人
３項目セットで 1,700 円

それぞれの医療保険者にご確認ください。

75 歳以上 前年度、健診を受けた人に「受診券」を送付します。
新規に健診を希望する人は医療保険課（☎ 24-2111 内線 240）に申し込んでください。

対象者 40 歳以上の市民

受診券

昨年度下記の検診項目を受けた人へ郵送します。
①昨年度「胃がん」を受けた人……「早朝健診」受診券
②昨年度「胃がん」を除くがん検診を受けた人……「40 歳からの健診」受診券
☆新たに健診を希望する人は…４月 13 日（月）から保健予防課（☎ 22-0535）で受付

検診項目

料 金

結核・肺がん検診
胸部レントゲン 無　料

喀痰検査（該当者のみ） 1,000 円

胃がん検診 胃バリウム造影検査 1,300 円

大腸がん検診 便潜血検査 500 円

前立腺がん検診 血液検査（男性のみ） 700 円

対象者 肝炎検査（初めての人） B 型・C 型肝炎ウイルス検査（血液検査） 1,000 円

持参する物 各診受診券（早朝健診受診券、40 歳からの健診受診券、特定健康診査受診券、長寿医療健
康診査受診券など）、保険証、検診料金

※ 40 歳未満の人が特定健診・がん検診を受診する場合は検査料金が全額自己負担となります。

■問い合わせ　保健予防課 ☎２２−０５３５（スピカ分庁舎３階） 
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ダスキンデータム下館店

♪春のキャンペーン♪
２週間無料で

お試しいただけます

株式会社 ビーネット お試しモップでほこりのとれを体験してみませんか？

ご家庭のお掃除のことなんでもご相談ください。ご家庭のお掃除のことなんでもご相談ください。

0120-308-998
お電話お待ちしております

幸町３丁目５番 12 号

４週間毎にお取り替えいたします。４週間毎にお取り替えいたします。

☆交通事故でけがをした方ご相談下さい。専門治療があります。☆
☆日常生活・スポーツで痛めた方、早期回復・復帰をめざします。☆

〜健康保険使えます  往診・送迎いたします〜

3/６(金）

つくば院
OPEN!!

（旧豊里）

〜 60分ケア〜 60 分（￥3,800）全身のリンパ・老廃物を促すケア。
〜 40分治療〜 40 分（￥3,200）全身的にバランスを診て施術します。

【診療時間】（休診日…日曜・祝日）
平日 9:30 ～ 12:00/13:30 ～ 19:00
水曜・土曜 9:00 ～ 12:00（午後往診）

筑西市丙 94-6 ☎ 21-1035

まつざき整骨院

まつざき整骨院

※１枚で２名様までご利用できます。
※有効期限 ６月末日まで

〜 お 得 な ク ー ポ ン 〜

60分ケア 300円OFF
40分治療200円OFF

✂

✂



　

医
療
機
関
で
受
診
す
る
場
合
、
県
内

の
医
療
機
関
と
県
外
の
医
療
機
関
で
は

助
成
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

▼
県
内
の
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
す
る

場
合
（
現
物
給
付
）

…
は
ぐ
く
み
医
療
費
受
給
者
証
と
保
険

証
を
医
療
機
関
の
窓
口
へ
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
県
外
の
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
す
る

場
合
（
償
還
払
い
）

…
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
を
済
ま

筑西市はぐくみ
医療費支給制度
　これまで、所得制限により医療福祉費支
給制度（マル福）を受けられなかったお子
さんが、４月１日からは、マル福と同じよ
うに医療費の助成が受けられるようになり
ます。市独自の事業として新たに始まる「筑
　　　　　　　　西市はぐくみ医療費支給
　　　　　　　　　　　　制度」を紹介し
　　　　　　　　　　　　　ます。　　

４月１日からスタート

　　

こ
れ
ま
で
、
所
得
制
限
に
よ
り
医
療

福
祉
費
支
給
制
度
（
マ
ル
福
）
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
お
子
さ
ん
が
、
必
要
な

医
療
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
市
が
独
自
で
始
め
る
医
療
費
助
成

制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
の
実
施
に
よ
っ
て
、
市
内

に
住
む
す
べ
て
の
お
子
さ
ん
（
未
就
学

児
）
の
医
療
に
関
す
る
負
担
軽
減
が
図

ら
れ
、
子
育
て
環
境
の
充
実
が
期
待
で

き
ま
す
。

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
０
歳
か
ら
小

学
校
入
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
で
、
医
療

福
祉
費
（
マ
ル
福
）
の
支
給
制
限
を
受

け
て
い
る
人
。

　

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
福
祉
グ
ル
ー

プ
（
⑨
番
窓
口
）
又
は
、
各
支
所
市
民

環
境
課
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。（
該
当
者
に
は
申
請
に
関
す
る
通

知
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
通
知
が
届
い

た
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
申
請
の
前
年
度
以
降
に
転
入
さ
れ
た

人
は
、
右
記
の
ほ
か
に
前
住
所
地
の
市

町
村
で
発
行
さ
れ
る
両
親
の
所
得
証
明

書
が
必
要
で
す
。

※
誕
生
月
に
よ
り
所
得
証
明
書
の
年
度

が
異
な
り
ま
す
。

⑴
１
〜
６
月
生
ま
れ
…
前
々
年
の
所
得

⑵
７
〜
12
月
生
ま
れ
…
前
年
の
所
得

筑
西
市
は
ぐ
く
み
医
療
費

支
給
制
度
と
は
？

筑
西
市
は
ぐ
く
み
医
療
費

対
象
者
は
？

筑
西
市
は
ぐ
く
み
医
療
費

医
療
機
関
に
か
か
る
と
き

筑
西
市
は
ぐ
く
み
医
療
費

申
請
方
法
は
？

すべての
お子さんに
安心の医療を

（未就学児）

安心

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
＝
①
健
康
保

険
証
（
お
子
さ
ん
の
も
の
）、②
印
鑑
、

③
銀
行
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

6

市野辺 教室 下 館 西 教室 玉　　戸 教室 玉戸ニュータウン教室

成　田 教室 にいはり 教室 はすぬま 教室 村田三所宮教室

▶教科　国語・算数・英語　 ▶学習日　週２日    ▶月謝　8,000 円（算国）
お問い合わせは

今教育に求められている思考力・応用力・読解力は、基礎・基本が習得でき
てこそ身につく力です。幼児・低学年期から指導者と向かい合い、適切な
指導を受けながら学ぶことで、これらの力を着実に育てることができます。

029-859-3601
0120-889-100

基礎学力基礎学力＋α＋α読む力・考える力 伸びる学力

幼児/算数・数学・国語/英語

（思考力・応用力・読解力）（思考力・応用力・読解力）



せ
、
診
療
月
の
翌
月
以
降
に
左
記
の
も

の
を
持
参
の
う
え
、
支
給
申
請
書
に
よ

り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
自
己

負
担
金
を
差
し
引
い
た
金
額
を
指
定
の

口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き
の
自
己

負
担
金
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。（
調

剤
薬
局
で
の
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ

ん
。）

▼
外
来
自
己
負
担
金
＝
１
医
療
機
関
に

つ
き
１
日
６
０
０
円
、
月
２
回
ま
で

筑
西
市
は
ぐ
く
み
医
療
費

自
己
負
担
金
に
つ
い
て

（
請
求
額
が
６
０
０
円
未
満
の
場
合
は

そ
の
金
額
が
自
己
負
担
金
と
な
り
ま

す
。）

▼
入
院
自
己
負
担
金
＝
１
医
療
機
関
に

つ
き
１
日
３
０
０
円
、
月
３
０
０
０
円

ま
でご

注
意
　
は
ぐ
く
み
医
療
費
支
給
制
度

は
、
マ
ル
福
制
度
と
同
様
、
申
請
に
よ

り
適
用
と
な
り
ま
す
。

「はぐくみ医療費支給制度」
に関するお問い合わせは…
□医療保険課医療福祉グループ
　内線２４０、２５２

□関城市民環境課
　☎３７−６１１１内線３６１

□明野市民環境課
　☎５２−１１１１内線１２５

□協和市民環境課
　☎５７−２５１１内線２４３

＊診療科目
＊診療日・診療時間

＊持ちもの

＊救急診療所 ☎ 24-2266

内科・小児科 夜間休日一次救急診療所

薬剤は診療所で ─ 院内処方がスタート ─

より充実した診療体制をめざして

健康保険証

※受付は診療終了時間の 30 分前まで

（母子健康手帳、お薬手帳など）

①休日（日曜日、祝日、年末年始）
　午前９時〜午後２時
　 （午前 11 時 30 分〜午後 12 時 30 分を除く）

②夜間（平日、土曜日）
　午後７時〜午後９時

国道 50 号バイパス

国道 50 号

下館二高

波山記念館
横島
交差点

下館中

真
岡
線

勤
行
川

桜
づ
つ
み

国
道
２
９
４
号
バ
イ
パ
ス

救急診療所

総合福祉センター

安心

夜間休日一次救急診療所
薬剤の院内処方が始まります。

　「夜間休日一次救急診療所」は
突然の体調不良に対応する一次
（初期医療）診療所として、市民
の安全・安心に貢献しています。
平成19年度には2,848人が診
療を受けました。
　４月からは、これまで院外で行
われていた薬剤の処方が、診療所
内でできるようになり、利用者に
とってより便利になります。

　これまでの薬剤の処方は、当番薬局による「院外処方」でしたが、利用
者の利便性を考慮し、診療所内で受け取れるようになります。「院内処方」
の実施にあたっては、県薬剤師会筑西支部の協力により行われるもので、
協力薬剤師のみなさんが常駐して薬剤の処方にあたることになります。

　平成 19 年度までは、当番医師が１人で診療にあたっていましたが、平
成20年度から、年末年始を含む12月から１月までの繁忙期には、医師２人、
看護師２人体制にスタッフを増員。患者さんの待合い時間の短縮と診療の
充実が実現しています。
　また、昨年の 12 月からは、レセプトコンピューターを導入し、窓口事
務の迅速化が図られています。

４月から

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
＝
①
医
療
機

関
発
行
の
領
収
書
、
②
受
給
者
証  

③
保
険
証  

④
印
鑑
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市 政 ニ ュ ー ス

　

地
方
自
治
の
振
興
・
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
人

を
表
彰
す
る
茨
城
県
市
長
会
自
治
功
労
者
表
彰

式
が
２
月
13
日
、
茨
城
県
市
町
村
会
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　

筑
西
市
か
ら

は
、
教
育
委
員

と
し
て
教
育
行

政
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
齋さ
い
と
う藤

英え
い
じ治

さ
ん
（
71

歳
・
海
老
江
）、

児
童
委
員
、
人

権
擁
護
委
員
と

し
て
地
域
福
祉

に
貢
献
さ
れ
た

津つ

だ田
幸ゆ

き
お夫

さ
ん

（
76
歳
・
木
戸
）、

主
任
児
童
委
員

と
し
て
子
育
て

支
援
に
貢
献
さ

れ
た
染そ
め
や谷
法の

り
こ子

さ
ん
（
61
歳
・
大
塚
）
の
3
人
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

ハ
ワ
イ
州
の
ホ
ノ
ル
ル
で
昨
年
の
11
月
29
日

に
国
際
空
手
道
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
、
個
人

組
手
11
歳
の
部
に
出
場
し
、
見
事
優
勝
し
た

尾お

み見
奨し

ょ
う
け
ん研

さ
ん
（
村
田
小
５
年
）
が
父
親
で

監
督
で
も
あ
る
宣
司
さ
ん
と
と
も
に
市
役
所
を

訪
れ
、
優
勝
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
尾
見
さ

ん
は
幼
稚

園
の
こ
ろ

か
ら
空
手

を
始
め
、

小
学
1
年

生
か
ら
出

場
し
て
い

る
全
日
本

ジ
ュ
ニ
ア

空
手
大
会

を
５
年
連

続
で
優
勝
。
今
後
の
目
標
も
「
今
年
の
大
会
で

も
優
勝
（
6
連
覇
）
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」

と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
る
剣
道
の
普
及
、
発
展
に
貢
献

し
た
人
に
贈
ら
れ
る
剣
道
有
功
賞
を
新あ
ら
い井

俊と
し
ゆ
き之

さ
ん
（
83
歳
・
下
岡
崎
）
が
こ
の
度
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
井
さ
ん
は
下
館
地
区
剣
連
連
盟
の
副
会

長
・
会
長
と
し
て
20
年
間
、
県
内
を
は
じ
め
近

隣
市
町
村

と
連
携
を

図
り
な
が

ら
、
地
区

剣
連
の
振

興
発
展
に

貢
献
。
ま

た
下
館
武

道
館
士
徳

会
会
長
・

朝
日
道
場

師
範
・
千
俊
館
道
場
館
長
と
し
て
幼
少
年
の
剣

道
レ
ベ
ル
の
向
上
、
健
全
育
成
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　

2
月
17
日
、
国

道
２
９
４
号
線
、

北
関
東
自
動
車

道
の
桜
川
筑
西

IC
に
連
絡
す
る

県
道
岩
瀬
二
宮

線
バ
イ
パ
ス
の

一
部
が
開
通
し
、

安
全
祈
願
式
典
を

行
な
い
ま
し
た
。

　

今
回
開
通
し

た
の
は
下
高
田
地
内
〜
奥
田
地
内
の
約
８
８
０

メ
ー
ト
ル
。
式
典
に
は
冨
山
省
三
市
長
や
関
健

二
筑
西
警
察
署
長
ら
が
出
席
し
、
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。
交
通
安
全
の
祈
願
後
、
パ
ト
カ
ー
を

先
導
に
通
り
初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

1
月
30
日
、
筑
西
市
に
日
本
赤
十
字
社
茨

城
県
支
部
よ
り
、

救
援
車
が
配
備
さ

れ
ま
し
た
。
救
援

車
は
、
日
常
業
務

の
ほ
か
、
万
一
の

火
災
風
水
害
時
に

お
け
る
救
護
活
動

や
社
会
福
祉
活
動

に
利
用
さ
れ
ま
す
。

■
剣
道
の
振
興
発
展
に
貢
献

■
災
害
時
に
お
け
る
救
護
活
動
に

■
自
治
功
労
者
表
彰
を
受
賞

■
め
ざ
す
は
国
内
6
連
覇

■
車
・
歩
行
者
の
安
全
性
の
向
上
へ

齋藤　英治さん津田　幸夫さん染谷　法子さん

JR下館駅北口前☎ 0296-25-5380

一人ひとりが伸びる究極の個別指導システム

下館駅北口前に開校！
１レッスン 80分授業
月謝 5,000 円〜 8,000 円

（茨城県第１号）

集団授業ではなく、自分の
ペースで勉強したい生徒

無料体験授業実施中

下館駅北口前に開校！

ニッケンアカデミー教室

アルテリオ

志学教育センター

スピカ

市役所

下館駅

板谷波山記念館

東進衛星予備校

玉戸←

P

→協和
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 ぼくたち・わたしたち １歳になりました わが家 ドのアイ ル

　 平 成 20 年 6 月
生まれのお子さん
の写真を募集して
います。写真裏面
に①お子さんの氏
名・ふりがな・生
年月日・性別 ②保
護者氏名・郵便番

号・住所・電話番号を明記し、4 月 30 日
（木）までに市広報広聴課へ。

アイドル大募集

飯
いいむら

村　文
あ や ね

音 ちゃん
4月5日生（東石田）

柴
しば

　颯
そ う ご

吾 くん
4 月 4 日生（有田）

中
なかじま

島　健
けんのすけ

之介 くん
4 月 3 日生（築地）

齋
さいとう

藤　莉
り あ

亜 ちゃん
4月2日生（村田）

宮
み や お

尾　舞
ま お

桜 ちゃん
4 月 1 日生（小川）

渡
わたなべ

辺　凱
か い と

斗　くん
4月3日生（稲野辺）

坂
さかもと

本　純
あ つ き

輝  くん
4月15日生（下中山）

大
おおはた

畑 柚
ゆ ず は

子葉 ちゃん
4月15日生（布川）

笹
ささもと

本　悠
ゆ う た

太  くん
4月14日生（伊讃美）

佐
さ さ き

々木　優
ゆ う と

斗 くん
4 月 12 日生（市野辺）

安
あ だ ち

達　彩
あ や な

七  ちゃん
4月11日生（下中山）

堀
ほ り え

江　彩
あ や ね

音  ちゃん
4月10日生（伊佐山）

大
お お ば

羽 ゆずの ちゃん
4月5日生（下平塚）

間
ま だ て

舘　芽
め い

生  ちゃん
4月9日生（布川）

仁
に へ い

平 名
な な み

々海 ちゃん
4 月 9 日生（下高田）

篠
しのざき

﨑　春
は る な

菜  ちゃん
4月6日生（藤ヶ谷）

和
い ず み た

泉田　航
こ う し

志 くん
4月6日生（下川島）

赤
あ か ま

間　來
ら い ら

星  ちゃん
4月29日生（みどり町）

小
お じ ま

島　桃
も も か

佳  ちゃん
4 月 28 日生（川澄）

鈴
す ず き

木　俊
しゅんゆう

悠  くん
4月26日生（黒子）

飯
いいじま

島　瑛
えいすけ

介  くん
4月26日生（下中山）

生
な ま い

井　慶
け い た

太  くん
4 月 16 日生（野田）

佃
つくだ

　知
とものり

紀  くん
4月25日生（中舘）

西
にしむら

村　美
み ゆ

優  ちゃん
4月21日生（村田）

森
もり

　聖
せ い な

凪  ちゃん
4月20日生（横島）

齊
さいとう

藤　史
し い な

菜  ちゃん
4月19日生（蓮沼）

9
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まちのわだい
　

陶
芸
家
で
文
化
勲
章
受
章
者
の
板

谷
波
山
を
し
の
ぶ「
波
山
の
夕
べ
」（
下

館
時
の
会（
一
木
努
会
長
）主
催
）が
、

３
月
３
日
ア
ル
テ
リ
オ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

６
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
英
国

セ
イ
ン
ズ
ベ
リ
ー
日
本
芸
術
研
究
所

の
ニ
コ
ル
・
ク
ー
リ
ジ
・
ル
マ
ニ
エ
ー

ル
所
長
を
講
師
に
招
き
ま
し
た
。

　

ニ
コ
ル
さ
ん
は
波
山
の
作
品
を「
や

わ
ら
か
さ
と
力
強
さ
が
一
体
と
な
っ

て
、
ま
る
で
呼
吸
し
て
い
る
よ
う
だ
」

と
評
価
。「
波
山
作
品
を
海
外
に
紹
介

し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
て

い
た
波
山
の
孫
の
村
田
あ
き
子
さ
ん

（
東
京
都
・
筑
西
ふ
る
さ
と
大
使
）
か

ら
、
波
山
が
描
い
た
絵
を
図
案
化
し

た
着
物
の
帯
が
、
波
山
記
念
館
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
市
内

全
域
で
自
主
防
災
組
織
の
編
成
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

３
月
８
日
に
は
、
市
内
で
初
め
て
組

織
さ
れ
た
、
栗
崎
地
区
、
茂
田
第
一
東

地
区
、
富
士
見
町
地
区
の
み
な
さ
ん
54

人
が
筑
西
消
防
本
部
で
合
同
訓
練
に

臨
み
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
１
１
９
番
通
報
体
験
か
ら

始
ま
り
、
建
物
内
の
煙
体
験
や
地
震
体

験
車
へ
の
乗
車
な
ど
実
際
の
災
害
を

想
定
し
た
本
格
的
な
も
の
。
竹
と
毛
布

を
使
っ
た
被
災
者
の
運
搬
訓
練
、
消
火

器
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

女
性
消
防
団
員
か
ら
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
や
心
肺

蘇
生
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

村
田
小
学
校
（
海え

び

は

ら

老
原
覚さ

と
る

校
長
）

で
は
、
水
辺
の
自
然
環
境
を
学
習
し

よ
う
と
、
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

３
月
３
日
に
は
、
３
年
生
と
４
年

生
の
児
童
た
ち
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
サ
ザ

基
金
の
先
生
か
ら
指
導
を
受
け
、
校

庭
に
大
き
な
池
を
作
り
ま
し
た
。
大

き
く
掘
っ
た
穴
に
は
、
水
が
漏
れ
な

い
よ
う
３
枚
重
ね
の
ビ
ニ
ー
ル
を
ひ

き
、
そ
の
上
か
ら
土
を
の
せ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
完
成
し
た
池
に

は
、タ
ニ
シ
を
入
れ
た
り
、ア
サ
ザ
な

ど
の
水
草
を
植
え
た
り
し
ま
し
た
。

　

汗
を
流
し
な
が
ら
重
い
土
を
運
ん

だ
児
童
た
ち
は
、
こ
の
『
バ
ッ
ク
ン

池
』
で
多
く
の
生
き
物
と
ふ
れ
あ
え

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
３
回
目
を
迎
え
た
、
鮭
の

稚
魚
の
放
流
会
が
２
月
22
日
、
勤
行

緑
地
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、
８
セ
ン
チ
程
に

育
っ
た
約
１
万
尾
の
稚
魚
を
放
流
。

「
大
き
く
っ
て
戻
っ
て
こ
い
よ
」「
元

気
で
ね
」
な
ど
と
元
気
に
声
を
か
け

て
い
ま
し
た
。
稚
魚
を
育
て
た
鬼
怒

川
・
小
貝
川
の
会
に
よ
る
と
、
大
海

原
に
出
た
稚
魚
は
、
北
太
平
洋
を
巡

回
し
、
４
年
か
ら
５
年
後
に
生
ま
れ

た
川
に
戻
っ
て
く
る
と
の
こ
と
。

　

放
流
会
後
に
は
、
参
加
者
全
員
に

よ
る
河
川
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
焼
き
そ
ば
や
豚
汁
な
ど
が
無

料
で
配
ら
れ
、
参
加
者
ら
は
楽
し
い

１
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

板
谷
波
山
を
海
外

へ
紹
介
し
た
い

自
主
防
災
組
織
が

救
急
処
置
を
学
ぶ

学
校
の
校
庭
に
ビ

オ
ト
ー
プ
づ
く
り

勤
行
川
で
鮭
の
稚

魚
の
放
流
を
開
催
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３
月
１
日
、
筑
西
市
ス
キ
ー
協

会
（
飯
野
博
会
長
）
主
催
の｢

筑
西

市
民
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
バ
ス

ツ
ア
ー｣

が
福
島
県
の
猪
苗
代
ス

キ
ー
場
で
行
わ
れ
、
市
内
の
親
子

1
3
3
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
・
中
学
生
に
は
初
心

者
が
圧
倒
的
に
多
く
、
慣
れ
な
い
雪

の
上
で
の
動
作
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
し
た
が
、
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
を
良
く
聞

き
、
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
滑

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
人
た
ち
か
ら
も
「
楽
し

か
っ
た
。
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
い

う
声
が
多
く
聞
か
れ
、
思
い
出
に
残

る
1
日
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
県
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
会
」
が

２
月
12
日
、
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
五
所
宮
集
落
が
ふ
る
さ
と

づ
く
り
活
動
モ
デ
ル
地
域
集
落
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
住
民

主
体
の
農
山
漁
村
づ
く
り
を
進
め
よ

う
と
県
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
セ
ン

タ
ー
が
主
催
し
た
も
の
。

　

活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

県
ふ
る
さ
と
女
性
大
学
「
葦あ
し

の
会
」

を
受
講
し
た
人
た
ち
で
、
会
場
で
は

「
五
所
宮
集
落
葦あ
し

の
会
（
大
和
田
律
子

会
長
）」
か
ら
、
集
落
に
お
け
る
活
動

と
し
て
、登
下
校
時
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
、
伝
統
芸
能
の
継
承
、
健
康
づ
く

り
な
ど
の
発
表
が
あ
り
、
盛
ん
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

田
植
え
や
稲
刈
り

農
業
体
験
を
発
表

上
手
く
滑
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
よ
！

五
所
宮
集
落
が
活

動
モ
デ
ル
地
域
に

　

地
域
在
住
の
外
国
人
と
食
文
化
を

通
じ
て
、
理
解
と
懇
親
を
深
め
よ
う

と
3
月
1
日
、
下
館
国
際
交
流
友
の

会
（
玉
水
和
子
会
長
）
主
催
の
食
文

化
交
流
会
が
し
も
だ
て
交
流
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
同
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
て
い
る
日
本
語
教
室
に
通
う

生
徒
と
家
族
・
友
人
な
ど
約
80
人
。

思
い
思
い
の
材
料
を
使
い
、
中
国
の

ギ
ョ
ー
ザ
、タ
イ
の
ト
ム
ヤ
ム
ク
ン
、

ス
リ
ラ
ン
カ
の
カ
レ
ー
な
ど
各
国
の

特
色
あ
る
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

　

調
理
後
の
昼
食
会
で
は
、
お
互
い

の
国
の
料
理
を
試
食
し
た
り
、
歌
が

披
露
さ
れ
た
り
と
和
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

3
月
7
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル｢

ど
ん
ぐ
り
会｣

主
催
の

k
i
d
s
天
国
発
表
会
が
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
・
ペ
ア
ー
ノ
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

k
i
d
s
天
国
で
は｢

ザ
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
２
０
０
８｣

と
題
し
機
械
を

使
わ
な
い
昔
な
が
ら
の
手
法
で
の
農

業
体
験
の
ほ
か
、
き
り
た
ん
ぽ
作
り

な
ど
を
実
施
。
ま
た
す
べ
て
の
行
事

に
参
加
し
た
飛
田
達
輝
く
ん
の
家
族

は
、
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
収
穫
祭
な

ど
の
思
い
出
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
劇
団
ゴ
ン
太
に
よ
る
児

童
劇
の
ほ
か
音
楽
た
ん
け
ん
隊
に
よ

る
合
唱
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
楽
し
い

1
日
に
な
り
ま
し
た
。

食
文
化
を
通
じ
て

国
際
交
流
を



図書館へ行こう今月のおすすめ本
中 央 図 書 館

◆
関
東
・
甲
信
越
地
方
に
あ
る
す
べ
て
の

「
道
の
駅
」
1
8
8
件
に
つ
い
て
施
設
や
設

備
の
ほ
か
、
特
産
品
や
周
辺
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
な
ど
を
紹
介
。
お
勧
め
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
・
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
情
報
も
掲
載
。

◆
「
一
時
的
理
解
」
で
十
分
な
「
説
明
」
で

は
な
く
、「
永
続
的
理
解
」
を
目
指
す
「
教

え
る
」。
教
え
方
次
第
で
学
ぶ
側
の
理
解
度

は
変
わ
り
ま
す
。
日
常
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

使
え
る
教
え
方
を
具
体
例
と
と
も
に
紹
介
。

◆
あ
り
そ
う
で
な
い
、
ふ
し
ぎ
な
森
「
こ
そ

あ
ど
の
森
」
シ
リ
ー
ズ
第
４
弾
。
今
ま
で
気

付
か
な
か
っ
た
近
所
の
桜
。
何
年
か
に
一
度

咲
く
桜
か
も
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
お
話
の

ユ
メ
ミ
ザ
ク
ラ
か
も
？
そ
の
お
話
と
は
…
。

◆
壺
の
方
か
ら
吹
く
風
に
当
た
る
だ
け
で

も
死
ぬ
、
と
い
う
大
毒
を
お
い
て
出
か
け

た
主
人
。家
来
は
不
安
で
仕
方
な
い
。や
や
、

壺
の
方
か
ら
風
が
！
逃
げ
ろ
！
…
あ
れ
？

主
人
は
平
気
で
壺
を
も
っ
て
い
た
ぞ
…
？

◆
P
T
A
行
事
・
催
事
の
司
会
進
行
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
詳
し
く
解
説
。「
先
生
と
の
つ
き

合
い
方
」「
電
話
・
携
帯
の
マ
ナ
ー
」「
個

人
情
報
の
扱
い
方
」
な
ど
、
い
ま
ど
き
の

P
T
A
に
必
要
な
マ
ナ
ー
が
豊
富
で
す
。

◆
裁
判
員
に
指
名
さ
れ
て
か
ら
、
あ
わ
て

な
い
た
め
に　

具
体
的
事
例
が
数
多
く
紹

介
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
証
拠
が
ど
の
よ
う

に
取
り
調
べ
ら
れ
評
決
に
ま
で
至
る
か
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
。

明 野 図 書 館

【メイツ出版】

【講談社】 【理論社】 【講談社】

【法研】 【学研】

道の駅
パーフェクトガイド

「分かりやすい
教え方」の技術

ユメミザクラの
木の下で

ぶす（狂言えほん）

裁判員ハンドブック

著：藤沢　晃治 著：岡田　淳
文：ささめや　ゆき
絵：もとした　いづみ

監修：土本武司
編：裁判員制度を研究する会著：PTAマナー研究会著：手塚一弘

図書館からのお知らせ
中央図書館℡ 24-3530　明野図書館℡ 52-2466

★こどもの読書週間企画展

【中央図書館】
▶期間＝4月17日(金)～5月20日(水)
▶場所＝ 1階カウンター前　▶内容＝
こどもといっしょに楽しむおすすめ絵
本の展示・貸出
【明野図書館】
▶期間＝ 4月 23 日（木）～５月 12 日
（火）　▶場所＝児童室　▶内容＝子ど
も向けおすすめ絵本の展示・貸出
※筑西しあわせ読書の日　4月23 日（木）
★こどもの読書週間とは？

　こどもたちにもっ
と本を、こどもたち
にもっと本を読む場
所をとの願いから、
「こどもの読書週間」
は昭和 34 年に誕生しました。幼少の
時から書物に親しみ、読書の喜びや楽
しみを知り、物ごとを正しく判断する
力をつけておくことが、こどもたちに
とってどんなに大切なことか…。こど
もに読書を勧めるだけでなく、大人に
とってもこどもの読書の大切さを考え
る、それが「こどもの読書週間」です。
★赤ちゃん向け読み聞かせ

▶日時＝４月 23 日（木）午後 1時～

3 時　▶場所＝中央図書館　おはなし
コーナー　▶内容＝ブックスタート・
スタッフのみなさんが赤ちゃん向け絵
本の読み聞かせをします。
★明野図書館　おはなし会　
午後３時から　児童室にて
４月 12 日（日）･･･『はらぺこあおむし』
『おかえし』
４月 19 日（日）･･･『ペレのあたらし
いふく』『わたしのワンピース』
★住所変更の際はお知らせください！
姓・住所・電話番号などが変わる場合
は、利用カードの登録内容を変更しま
す。身分証明書をご持参のうえ、カウ
ンターまでお越しください。

PTAのあいさつ  司
会進行  文書の辞典・

・
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驚 き を 実 現 へ

Working On Wonders
エレクトロニクス関連製品 機能性材料関連製品 住宅機器・環境設備

日立化成工業株式会社　下館事業所 〒308-8521 茨城県筑西市小川1500 TEL（0296）28-1111　五所宮事業所 〒308-8524 茨城県筑西市五所宮1150 TEL（0296）28-2222
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が
甘
く
な
る
」
と
高
い
評
価
を
得
て
い

ま
す
。

　
「
東
京
に
近
く
、
肥ひ
よ
く沃

な
土
地
が
広

が
る
筑
西
市
は
農
業
に
最
適
で
す
。
地

元
の
生
産
者
と
力
を
合
わ
せ
て
、
安
全

安
心
な
農
産
物
を
出
荷
し
、
消
費
者
の

目
を
筑
西
市
に
向
け
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
こ
れ
か
ら
は
『
農
』
で
こ
の
地
域

の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
て
行
き
た
い
」

と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

輝く人
平
子 

直
行

土
づ
く
り
か
ら

農
の
可
能
性
を
探
る

さん

　
「
見
て
く
だ
さ
い
こ
の
ほ
う
れ
ん
草
、

青
々
と
し
て
見
事
で
し
ょ
う
。
野
菜
を

育
て
て
い
る
の
は
太
陽
と
水
、
そ
し

て
『
土
』
な
ん
で
す
。
私
た
ち
人
間
は

お
手
伝
い
を
し
て
る
だ
け
」。
つ
く
ば

農
業
生
産
組
合
代
表
の
平ひ
ら

子こ

直な
お

行ゆ
き

さ
ん

（
42
歳
・
寺
上
野
）
は
、
自
慢
の
野
菜

ば
農
業
生
産
組
合
は
、
ゴ
ル
フ
場
と
し

て
開
発
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
寺
上
野
地

区
の
山
林
原
野
を
開
墾
。
現
在
、
約
11

㌶
の
農
地
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
で
は
、ほ
う
れ
ん
草
や
小
松
菜
、

ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
な
ど
の
葉
物
野
菜
を
手

が
け
る
と
共
に
、
地
元
の
畜
産
農
家
か

ら
排
出
さ
れ
る
牛
ふ
ん
や
草
木
な
ど
を

使
っ
た
堆
肥
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
か
ら
生
ま
れ
る
資
源
を
最
大

限
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
資
源
の
循
環

で
す
か
ら
コ
ス
ト
も
安
く
済
み
ま
す

し
、
化
学
肥
料
に
頼
ら
な
い
か
ら
、
安

全
な
野
菜
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

と
平
子
さ
ん
。
製
造
さ
れ
た
堆
肥
は
、

地
元
の
生
産
者
に
提
供
し
て
い
る
ほ

か
、『
つ
く
ば
肥
料
』
と
し
て
、
全
国

に
も
出
荷
。「
土
が
生
き
返
る
」「
野
菜

の
成
長
に
目
を
細
め
ま
す
。

　

平
子
さ
ん
は
東
京
の
生
ま
れ
。
大
学

卒
業
後
、
埼
玉
県
内
の
中
学
校
で
教
壇

に
立
ち
、
そ
の
後
、
外
食
産
業
へ
転
身
。

こ
の
頃
か
ら
食
の
安
全
や
食
料
の
自
給

率
に
関
し
て
興
味
を
持
ち
始
め
ま
す
。

　
「
古
く
か
ら
日
本
の
農
業
は
人
々
の

生
活
の
中
か
ら
排
出
さ
れ
る
物
や
落
ち

葉
、
わ
ら
、
灰
な
ど
を
利
用
し
て
堆た
い
ひ肥

を
つ
く
り
、
田
畑
の
土
と
し
て
い
ま
し

た
。
捨
て
る
物
な
ど
な
い
『
循
環
型
社

会
』
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
が
、

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
に
よ
っ
て
農
業

も
安
易
な
化
学
肥
料
や
農
薬
に
頼
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
食
の
安
全
に
危
機

感
を
抱
い
た
こ
と
が
農
業
を
志
し
た

き
っ
か
け
で
す
ね
」。

　

平
子
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
、
つ
く

つ
く
ば
農
業
生
産
組
合 

代
表

「土壌中の微生物が元気に動き回
れる土づくりが大切」と平子さん。
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NC東日本コンクリート工業株式会社
日本コンクリート工業グループ

NC東日本コンクリート工業株式会社川島工場は、
筑西の地で生まれて60年

〒308-0856 茨城県筑西市伊佐山 218-3　0296（28）1211

快適な都市空間づくり
に貢献します。

《擬木柱》



広　告

インターネット公売を実施します
税の徴収強化の一環として

　筑西市では、これまで税負担の公平性を確保するため、滞納者の債権・
不動産等の財産差押えを行ってきました。
　さらに昨年から徴収強化の一環として国税徴収法に基づき、差し押さえ
た財産をヤフー株式会社が提供するインターネット公売（官公庁オークショ
ン）システムを利用して売却しています。

平成20年度より滞納税縮減のため
「タイヤロック」も導入しました。
◉対象者・・・再三の催促に応じない、市
税等滞納者（個人及び法人）
◉目的・・・タイヤロックによる滞納処分は、
差押えした自動車をすぐ引き揚げず、運行・
使用をさせないことで滞納者に自主納税を
促すことを目的とします。なお、自動車等
を差押えした場合は、滞納者に保管命令を
行い、その後にも納税されないときは自動
車等を引き揚げて公売します。（インター
ネット公売に出品します）

筑西市インターネット公売開催案内

インターネット公売の結果

公売方法   せり売り（動産・自動車）、入札（不動産）

公売の場所   ヤフー株式会社が提供するインターネット公売システム 
　（http://koubai.auctions.yahoo.co.jp）

日　程

参加申込期間 　4 月 14 日（火）13 時〜
　　　　　　4 月 30 日（木）13 時

せり売り期間
（動産）

　5 月 8 日（金）13 時〜
　　　　　　5 月 11 日（月）13 時

買受代金納付期限
（最高価申込者） 5 月 18 日（月）　14 時 30 分まで

下見会
日　時 　4 月 24 日（金）　10 時〜 15 時

場　所 　筑西市役所　関城支所　3 階　
　　　　　（筑西市舟生１０４０）

公売財産   壺・掛軸等

区分番号 公売財産 申込
総数

見積価額
（円）

落札額
（円）

対見積
価額比（％）

20 − 001  鉢（益子焼） 13　 5,000　 14,000　 280  　
20 − 002  壺（益子焼） 10　 3,000　 3,900　 130  　
20 − 003  壺（益子焼　紅葉模様） 9　 10,000　 15,500　 155  　
20 − 004  李朝風民画（白梅） 6　 5,000　 10,500　 210  　
20 − 005  李朝風民画（ざくろ） 5　 5,000　 7,500　 155  　
20 − 006  李朝風花瓶（鳥模様） 18　 3,000　 71,000　 2,366  　
20 − 007  香炉（高麗風青磁） 7　 7,000　 12,800　 182  　
20 − 008  無安風刷毛目茶碗 11　 3,000　 17,760　 592  　
20 − 009  李朝風飴徳利 14　 3,000　 20,000　 666  　
20 − 010  掛軸『香魚』 7　 3,000　 15,000　 500  　
20 − 011  掛軸『雉』 10　 3,000　 4,600　 153  　
20 − 012  掛軸『松鯉之図』 11　 3,000　 6,250　 208  　

合計 121　 53,000　 198,810　 375  　

　昨年 11 月に実施しまし
たインターネット公売で
は、掛軸・壺など 12 点を
出品し、多くの人に参加申
込みしていただき、当初の
見積価額の 3 . 75 倍の収入
となりました。　
　市ではこの結果を踏ま
え、今後もインターネット
を利用して、滞納縮減に努
め、税負担の公平性を確保
していきます。

▪インターネット公売に関する問い合わせ　
　　収税課　☎ 24 － 2111（内線 438、450）
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秘密は厳守いたします。まずはお電話ください。

一人で悩まないで！　
多重債務は解決できます。
一人で悩まないで！　
多重債務は解決できます。



　

　

市
民
記
者
と
し
て
の
４
年

目
は
他
地
区
の
皆
様
に
も
広

く
知
ら
せ
た
い
記
事
の
発
掘

に
心
が
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
号
が
県
内
の

数
多
く
の
広
報
紙
の
中
で
特

選
に
選
ば
れ
て
、
全
国
の
審

査
会
に
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
市
民

記
者
の
ペ
ー
ジ
を
担
当
で
き

た
こ
と
は
大
変
光
栄
で
し
た
。

■１年間、このコーナーを担当した市民記者の感想を紹介します

　

市
民
記
者
会
議
で
は
、
テ
ー

マ
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合

い
、
よ
り
よ
い
取
材
が
で
き
る

よ
う
話
し
合
い
な
が
ら
記
事

を
書
い
て
き
ま
し
た
。
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
か
ら
筑
西
市
を
見

つ
め
、記
事
に
す
る
こ
と
で「
わ

が
ま
ち
」
を
再
発
見
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
人
に
や

さ
し
い
ま
ち
」
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
記
者
活
動
を
通
じ
て

今
年
も
ま
た
多
く
の
実
り
あ

る
年
で
し
た
。
世
界
規
模
で

の
急
速
な
景
気
悪
化
に
対
す

る
対
策
な
ど
多
く
の
山
積
み

の
問
題
を
抱
え
ま
す
が
、
高

齢
者
・
子
ど
も
た
ち
を
含
む

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
安
心
・

安
全
に
暮
ら
せ
る
将
来
を

し
っ
か
り
と
見
据
え
た
街
づ

く
り
を
心
か
ら
願
い
ま
す
。

　

1
年
間
、
市
内
の
い
ろ
い

ろ
な
施
設
を
巡
り
会
議
を
し
、

新
し
い
筑
西
市
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
市
の

情
報
や
状
況
を
知
る
機
会
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
私
も
取

材
を
通
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

体
験
を
し
、
新
た
な
刺
激
を

受
け
る
1
年
と
な
り
、
今
後

の
活
動
に
活
か
し
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
記
者
一
年
生
に
課
せ

ら
れ
た
使
命
は
、
地
域
の
草
の

根
の
話
題
発
掘
と
心
し
て
取

組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
40
年
振

り
に
生
ま
れ
故
郷
に
戻
り
７

年
が
経
過
、
浦
島
太
郎
の
心
境

で
し
た
が
、
様
変
わ
り
し
た
街

は
暖
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
ん
な
市
民
の
皆
様
の
心

に
届
く
記
事
を
書
き
た
い
と

心
掛
け
て
い
ま
す
。

小
お

島
じま

  邦
くに

光
みつ

（蓮沼）

　

記
者
会
議
の
折
、
市
内
の

文
化
施
設
・
名
所
旧
跡
を
訪

れ
、
改
め
て
先
人
の
偉
業
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の

素
晴
ら
し
い
文
化
財
や
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
た「
筑
西
」

に
、
多
く
の
人
が
訪
れ
て
く

れ
る
よ
う
な
活
気
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
民

の
ひ
と
り
と
し
て
協
力
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
取
材
を

通
し
て
筑
西
市
の
歴
史
文
化

を
再
考
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
こ
の
ま
ち
が
こ
れ
か

ら
ど
ん
な
風
に
発
展
し
、
子
ど

も
た
ち
の
未
来
に
繋
げ
る
の

か
。
何
が
発
信
で
き
る
の
か
。

地
域
の
み
な
さ
ん
の
活
動
を

紹
介
す
る
こ
と
で
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

筑
西
市
文
化
協
議
会
加
盟

団
体
数
は
１
４
３
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
会
加
入
団
体
数

は
57
、
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
会
な
ど

を
含
め
る
と
、
３
０
０
以
上
の

市
民
団
体
が
日
常
的
に
活
動

し
て
い
る
。
そ
の
パ
ワ
ー
を
行

政
サ
イ
ド
で
は
ど
ん
な
視
点

か
ら
捉
え
て
い
る
の
か
、
そ
れ

と
も
無
関
心
な
の
か
。
非
常
に

興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

日
本
に
限
ら
ず
世
界
中
を
不

景
気
風
が
吹
き
荒
れ
て
い
る
今

日
、
少
し
で
も
明
る
い
話
題
を

市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し

た
く
、
東
奔
西
走
し
て
い
ま
す
。

1
年
歩
い
て
み
て
穏
や
か
な
と

こ
ろ
で
頑
張
っ
て
い
る
ひ
と
が

沢
山
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

ま
し
た
。
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス

で
は
あ
り
ま
す
が
そ
ん
な
ひ
と

の
励
み
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

無
我
夢
中
の
前
年
と
同
様

手
探
り
の
状
態
の
1
年
間
で

し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

さ
れ
て
い
る
人
と
の
出
会
い

は
視
野
を
広
げ
る
絶
好
の
機

会
と
な
り
、
少
し
は
成
長
で

き
た
か
と
思
い
ま
す
。
記
事

の
テ
ー
マ
選
び
に
苦
戦
し
つ

つ
も
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

初
はつざわ

澤 とし子
こ
（木戸）

深
ふか

見
み

  恭
きょうこ

子（村田） 斉
さいとう

藤 礼
れ い こ

子（二木成）

稲
いな

葉
ば

  寛
ひろし

（中上野）廣
ひろ

瀬
せ

  住
すみ

子
こ

（玉戸）

古
こ や

谷 久
く み こ

美子（西谷貝）

箱
はこもり

守 まり子
こ
（関舘）

小
こ い し か わ

石川 功
いさお

（飯島）   安
やす

  洋
よ う こ

子（門井）
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電
気
事
業
法
に
基
づ
き
各
家
庭
の
電

気
設
備
の
安
全
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
制
服
着
用
で
腕
章
、
写
真
入
り
調

査
員
証
を
つ
け
た
調
査
員
が
伺
い
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
※
物
品
等
の

販
売
や
金
銭
等
を
請
求
す
る
こ
と
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。【
日
程
】
４
月
＝
伊
佐

山
・
小
川
・
下
川
島　

▼
５
月
＝
小
川
・

下
川
島
・
伊
讃
美
・
女
方
・
飯
島　

▼

訪
問
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
頃

問
関
東
電
気
保
安
協
会
下
館
事
業
所

☎
22

－

５
５
２
５

▼
作
品
の
展
示
・
発
表
の
場
を
無
料
提

　

筑
西
市
公
共
下
水
道
の
排
水
施
設
を

追
加
し
て
供
用
開
始
す
る
の
で
、
縦
覧

に
供
し
ま
す
。
▼
供
用
開
始
＝
平
成
21

年
３
月
31
日　

▼
供
用
開
始
区
域
＝
筑

西
市
甲
、
小
川
、
女
方
、
布
川
、
井
上
、

犬
塚
、
吉
田
、
村
田
、
松
原
、
海
老
ヶ

島
及
び
門
井
の
各
一
部　

▼
縦
覧
場
所

＝
上
下
水
道
部
下
水
道
工
務
課
（
ス
ピ

カ
分
庁
舎
３
階
）　

問
下
水
道
工
務
課　

☎
22

－

０
５
０
４

【
下
水
道
接
続
補
助
金
に
つ
い
て
】

　

今
回
の
供
用
開
始
（
追
加
）
区
域
に

お
い
て
、
１
年
以
内
に
接
続
工
事
を
行

う
人
に
、
工
事
の
20
分
の
３
に
相
当
す

る
額
で
３
万
円
を
限
度
に
補
助
金
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
霞
ヶ
浦
流
域
内

の
人
は
、
県
補
助
金
（
２
万
円
限
度
）

が
上
乗
せ
さ
れ
最
大
５
万
円
と
な
り
ま

す
。
※
新
築
及
び
事
業
所
は
除
き
ま
す
。

問
申
下
水
道
業
務
課
☎
22

－

０
５
０
３

　

平
成
21
年
５
月
17
日
ま
で
の
時
限
措

置
で
あ
っ
た
包
括
承
認
基
準
12
と
提
案

基
準
６
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
す
。

【
改
正
内
容
】
▼
施
行
日
＝
平
成
21
年

５
月
18
日　

▼
包
括
承
認
基
準
12
＝
建

築
物
の
用
途
…
一
戸
建
住
宅
、
兼
用
住

宅
（
第
１
種
低
層
住
居
専
用
地
域
内
で

認
め
ら
れ
る
も
の
）　

▼
提
案
基
準
６

＝
画
地
の
面
積
…
３
０
０
㎡
以
上　

▼
適
用
期
限
＝
平
成
21
年
５
月
18
日

か
ら
平
成
24
年
５
月
17
日
ま
で
の
３

年
間
延
長　

問
宅
地
開
発
課
☎
20

－
１
１
７
６

　

最
近
、
用
水
路
や
排
水
路
な
ど
農
業

用
施
設
へ
の
ゴ
ミ
の
投
棄
が
増
え
て
い

ま
す
。
農
業
用
施
設
は
、
田
ん
ぼ
に
水

を
運
ぶ
だ
け
で
な
く
、
消
防
用
水
や
水

害
防
止
の
た
め
池
な
ど
の
役
割
を
も
っ

た
地
域
の
大
切
な
資
源
で
す
。
ゴ
ミ
の

Information

暮らしの

情報

本庁
☎ 0296-24-2111（代表）
筑西市下中山 732 番地１

関城支所
☎ 0296-37-6111（代表）
筑西市舟生 1040 番地

明野支所
☎ 0296-52-1111（代表）
筑西市海老ヶ島 1300 番地

協和支所
☎ 0296-57-2511（代表）
筑西市門井 1962 番地 2

4.1
2009

不
法
投
棄
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
問
鬼
怒
川
南
部
土
地
改
良
区
連

合
☎
24

－
５
７
２
６

　

４
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日

ま
で
の
３
年
間
の
標
準
小
作
料
を
次
の

と
お
り
改
定
し
ま
し
た
。

区
分

小
作
料
の

標 

準 

額

備　

考

田

10a
当
た
り

  

２
０
，
０
０
０
円

　

主
た
る
作
物
（
水
稲

+

小
麦
）
転
作
奨
励
金
、

水
田
経
営
所
得
安
定
対

策
を
加
味
し
、
土
地
残

余
方
式
に
よ
り
算
定

畑

10a
当
た
り

　

  
７
，
０
０
０
円

　

主
た
る
作
物（
大
豆
）

水
田
・
畑
作
経
営
所
得

安
定
対
策
を
加
味
し
、

土
地
残
余
方
式
に
よ
り

算
定

◎
平
成
21
年
度
農
業
労
働
力
賃
金
標
準

額
の
お
知
ら
せ

▼
労
働
賃
金
＝
７
，
０
０
０
円
（
１
日

８
時
間
）
※
一
般
的
な
作
業
を
基
準
と

し
て
、
特
殊
な
作
業
等
は
当
事
者
間
で

調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局
・
庶
務
課

☎
20

－

１
１
６
７ 

案
　
内

公
共
下
水
道
供
用
開
始
（
追

加
）
区
域
の
縦
覧

標
準
小
作
料
の
改
定

茨
城
県
開
発
審
査
会
付
議
基

準
が
変
わ
り
ま
す

農
業
用
水
路
・
施
設
へ
の
ゴ

ミ
不
法
投
棄
の
防
止

　４月１９日に行われる筑西市長
選挙及び筑西市議会議員補欠選挙
で下記の体育施設を使用しますの
で休館となります。
▶下館総合体育館（メインアリー
ナ・研修室・会議室）、関城体育館（ト
レーニング室）＝４月１７、１８、
１９日
▶下館総合体育館（サブアリーナ、
トレーニング室）＝４月１９日午
後５時～午後９時３０分
問スポーツ振興課☎ 28-5040

筑西市体育施設臨時休館 電
気
設
備
の
安
全
調
査

県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
開
設

16

☎22-2163
筑西市西方 1832-41ヒロミ塾

茨城統一テスト協議会加盟塾・全クラス個別指導（小３〜中３）

2009 年度 ４月６日スタート！
週２回 
月謝 6,000 円

週２回 
月謝 12,000 円

茨城統一テスト
志望校４校判定

テスト実施

学ぶことの
大切さを伝えたい

 国・理・社 国・理・社

各学年
小学生クラス（国・算・英）小学生クラス（国・算・英）
中学生クラス（ 英・数 ）中学生クラス（ 英・数 ）

中 1・2クラスには、週 1（選択科目）コースもあります。



供
（
政
治
目
的
は
不
可
）
▼
場
所
＝
筑

西
合
同
庁
舎
１
階
県
民
ホ
ー
ル
の
一
部

▼
開
設
期
間
＝
4
月
か
ら
翌
年
の
３
月

▼
展
示
期
間
＝
約
２
週
間
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）
▼
料
金
＝
無
料　

問
県

西
地
方
総
合
事
務
所
県
民
生
活
課
（
４

月
１
日
以
降
は
県
西
県
民
セ
ン
タ
ー
が
窓

口
）
☎
24

－

９
０
７
４

▼
日
時
＝
４
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
〜　

▼
場
所
＝
明
野
公
民
館
芝
生

広
場
（
雨
天
時
は
体
育
館
）
▼
参
加

費
＝
１
，
０
０
０
円
（
高
校
生
以
下

５
０
０
円
・
当
日
お
支
払
く
だ
さ
い
）

問
筑
西
市
国
際
交
流
協
会
・
仁
平

☎
52

－

０
０
３
５

▼
日
時
＝
４
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時

〜　

▼
場
所
＝
中
舘
観
音
寺
境
内
（
※

雨
天
時
は
集
落
セ
ン
タ
ー
）　

▼
内
容
＝

空
手
演
舞
、
カ
ラ
オ
ケ
（
飛
び
入
り
可
）、

抜
刀
（
試
し
切
り
）、
模
擬
店
、
そ
の
他

問
永
盛
☎
０
９
０

２
６
６
５

７
３
２
９

　▼
日
時
＝
４
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
午
後
３
時　

※
雨
天
決
行　

▼
場
所

＝
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
野
外
ス
テ
ー

ジ　

▼
内
容
＝
筑
波
山
と
梨
の
花
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
（
作
品
募
集
中
）、
梨
の

花
合
わ
せ
体
験
（
10
時
〜
）、
梨
の
花

コ
ン
サ
ー
ト
、
ベ
ル
キ
ッ
ズ
、
チ
ビ
ッ

コ
相
撲
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
遊
ぼ
う
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
そ
の
他　

問
梨

想
の
会
・
横
島
☎
37

－

３
１
９
５

▼
日
時
＝
４
月
16
日（
木
）〜
19
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
但
し
、
16
日

は
正
午
か
ら
、19
日
は
午
後
４
時
ま
で
） 

▼
場
所
＝
ス
ピ
カ
６
階
・
文
化
ギ
ャ
ラ

リ
ー　

▼
展
示
内
容
＝
梨
の
木
版
画

会
、
紫
明
同
人
会
、
ゆ
う
き
版
画
会
、

せ
せ
ら
ぎ
会
作
品 　

▼
入
場
＝
無
料

問
武
藤
☎
28

－

１
４
２
７

　

♪
世
界
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ロ
ー
ラ
ン

ド
・
バ
テ
ィ
ッ
ク
氏
を
迎
え
て
♪　

▼
日
時
＝
４
月
19
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
開
場
、
２
時
開
演　

▼
場
所
＝
明

野
公
民
館　

▼
指
揮
＝
佐
々
木
康
普
氏

▼
演
奏
＝
つ
く
ば
ウ
ェ
ス
ト
シ
ン
フ
ォ

ニ
ア
青
少
年
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ　

▼
入

場
料
＝
１
，
０
０
０
円
（
全
席
自

由
）
問
渡
辺
☎
０
９
０

－

５
５
７
２

－

０
３
２
９

【
団
員
募
集
】
▼
募
集
楽
器
＝
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
、
コ
ン

ト
ラ
バ
ス　

▼
対
象
者
＝
５
歳
か
ら
高

校
生
ま
で　

※
貸
出
用
楽
器
有
り　

問
木
戸
（
筑
子
保
育
園
内
）
☎
24

－

０
２
５
２

▼
日
時
＝
４
月
23
日（
木
）〜
26
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時　

※
26
日
は
搬

出
の
た
め
午
後
４
時
ま
で　

▼
場
所
＝

ス
ピ
カ
６
階　
【
会
員
募
集
】
▼
活
動

＝
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
午
後
２
時
〜

４
時
30
分　

▼
会
場
＝
野
殿
集
落
セ
ン

タ
ー　

▼
費
用
＝
入
会
金
３
，
０
０
０

円
、
会
費
月
額
１
，
０
０
０
円
（
用
具
・

材
料
代
実
費
）
▼
講
師
＝
福
永
哲
夫
氏

問
田
村
☎
22

－

３
４
４
５

▼
日
時
＝
４
月
24
日（
金
）〜
26
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

※
26
日（
日
）

は
搬
出
の
た
め
午
後
５
時
ま
で　

▼
場

所
＝
市
民
会
館
中
会
議
室　

▼
内
容
＝

山
野
草
の
展
示　

問
増
渕
☎
22

－

４
７
１
８

▼
日
時
＝
４
月
15
日
（
水
）
午
前
10
時

〜
午
後
２
時　

▼
対
象
＝
１
歳
〜
６
歳

の
幼
児
と
保
護
者　

▼
内
容
＝
親
子
で

春
の
自
然
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う　

▼
会

場
＝
県
西
総
合
公
園　

▼
募
集
人
数
＝

30
組
程
度　

▼
参
加
費
＝
親
子
１
組
に

つ
き
２
０
０
円
（
保
険
・
昼
食
込
）　

▼
申
込
期
限
＝
４
月
８
日
（
水
）　

問

申
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
下
館
支

部
・
野
澤
☎
24

－

８
３
８
３

【
４
月
18
日
（
土
）
午
後
２
時
～
】
▼

     筑西市長選挙及び
筑西市議会議員補欠選挙

【 投 票 で き る 人 】
　平成 21 年１月 11 日以前から投票日（又は期日前
投票をする日）まで、引き続き筑西市に住民登録を
して住んでいる人で、平成元年４月 20 日以前に生ま
れた人。（選挙権停止などの欠格事項に該当する人を
除きます。）
▶告示日＝４月 12 日（日）（立候補届出日）
▶投票日＝４月 19 日（日）
▶投票時間＝午前７時～午後６時
▶投票所＝投票所入場券により指定された投票所で
投票してください。　

【 期 日 前 投 票 】
　投票日の当日、仕事や旅行、出産予定などやむを
得ない事情で投票所に行けない人は、入場券が届く
前でも、次の期間に宣誓書などの手続きをし、期日
前投票ができます。
▶期間＝４月 13 日（月）～ 18 日（土）
▶時間＝午前８時 30 分～午後８時
▶期日前投票所＝①市役所本庁玄関ホール　②市立生
涯学習センター多目的施設第 1 会議室（関城支所敷地
内）③明野支所 1 階会議室　④協和支所 1 階会議室
問市選挙管理委員会　内線３３１

筑
西
市
国
際
交
流
会
・
お
花

見
交
流
会

大
門
さ
く
ら
ま
つ
り

第
3
回
梨
の
花
ま
つ
り

第
30
回
梨
の
里
版
画
展

日
本
画
講
座
『
群
青
の
会
』

作
品
展

春
の
山
野
草
展

第
７
回
定
期
演
奏
会

イ
ベ
ン
ト

親
子
で
学
び
、
楽
し
く
遊
ぶ

子
育
て
支
援
イ
ベ
ン
ト

読
み
聞
か
せ

【女性フットサルチーム】

▶日時＝4 月 2 日・16 日・23 日（木）午後７時〜　▶場所＝下館総合体育館

　▶対象＝小学３年生以上の女性　

【バドミントン、 卓球、ソフトバレーボール、 バランスボール等】

▶日時＝4 月 19 日（日）午前９時〜　▶場所＝川島小学校体育館　▶費用＝

小・中学生４，０００円　高校・一般５，０００円（年会費、 保険料含む）

　　　ＡＳＫスポーツクラブ館西事務局　☎ 28-5040問申

ＡＳＫスポーツクラブ館西会員募集

17



場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー

ナ
ー　

▼
内
容
＝
絵
本
、
紙
芝
居
、

他　

問
野
ば
ら
の
会
・
菅
原
☎
28

－

６
６
５
１
【
４
月
26
日
（
日
）
午
後
２

時
～
】
▼
内
容
＝
絵
本
、
紙
芝
居
、
語

り
、
折
り
紙　

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館

お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー　

※
た
だ
今
会
員

募
集
中　

問
読
み
聞
か
せ
「
あ
す
な
ろ

の
会
」
手
面
☎
24

－

４
５
４
７

▼
テ
ー
マ
＝
嫁
・
姑
の
良
い
つ
き
あ
い

方　

▼
日
時
＝
４
月
24
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
茨
城
県

県
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

▼
講
師
＝

倫
理
研
究
所
・
八
木
都
代
氏　

問
江
田

☎
28

－

６
０
０
１

▼
日
時
＝
４
月
11
日
（
土
）
午
後
２
時

〜
３
時　

▼
場
所
＝
関
本
公
民
館
・
図

書
室　

▼
対
象
＝
幼
児
・
児
童
及
び
保

護
者　

▼
内
容
＝
絵
本
、
紙
芝
居　

問
夢
く
ら
ぶ
・
小
川
☎
37

－

３
５
５
６

▼
日
時
＝
４
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公

民
館
・
和
室　

▼
対
象
＝
幼
児
・
児
童

と
そ
の
保
護
者　

▼
内
容
＝
絵
本
、
紙

芝
居
・
歌
な
ど　

問
読
み
聞
か
せ
の
会

て
る
て
姫
・
飯
山
☎
57

－

６
７
８
２

▼
日
時
＝
４
月
28
日
（
火
）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公

民
館
・
和
室　

▼
対
象
＝
幼
児
・
児
童

と
そ
の
保
護
者　

▼
内
容
＝
絵
本
、
紙

芝
居
、歌
な
ど　

問
協
和
お
は
な
し
会
・

海
老
澤
☎
57

－

４
４
６
１

▼
日
時=

４
月
16
日
（
木
）
午
前
10

時
30
分
〜　

▼
場
所
＝
た
か
の
す
公
園

（
雨
天
時
は
な
か
よ
し
る
ー
む
）　

▼
対

象
＝
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者　

▼
内

容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
リ
ズ
ム
体

操
・
ゲ
ー
ム
、他　

問
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
栗
原
☎
24

－

８
０
７
０

▼
日
時
＝
４
月
23
日
（
木
）
午
前
10
時

15
分
〜
11
時
45
分　

▼
テ
ー
マ
＝
い
つ

ま
で
も
マ
マ
大
好
き
と
言
わ
れ
た
い　

▼
場
所
＝
市
立
中
央
図
書
館
・
和
室　

▼
講
師
＝
（
社
）
ス
コ
ー
レ
家
庭
教
育

振
興
協
会　

平
石
喜
美
子
氏　

▼
入
場

無
料
、
託
児
所
あ
り　

問
野
口
☎
22

－

４
６
９
７

▼
日
時
＝
４
月
12
日
（
日
）
午
前
11
時

〜
午
後
２
時
（
毎
月
第
２
日
曜
日
実

施
）
▼
場
所
＝
市
役
所
駐
輪
場　

※
里

親
希
望
者
は
家
族
で
来
場
、
賃
貸
住
宅

に
住
い
の
場
合
は
動
物
飼
育
許
可
書
を

持
参
、
譲
り
た
い
人
は
事
前
申
込
必
要

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中　

問
ア
ニ
マ

ル
ラ
イ
フ
高
橋
☎
52

－

２
６
１
８

▼
日
時
＝
４
月
26
日
（
日
）
午
後
１
時

※
雨
天
の
場
合
６
月
14
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分　

▼
場
所
＝
筑
西
市
協
和
支

所
北
側
駐
車
場　

▼
講
師
＝
茨
城
県
動

物
指
導
セ
ン
タ
ー
職
員　

▼
持
参
物
＝

ビ
ニ
ー
ル
袋
・
シ
ャ
ベ
ル
等
（
犬
の
フ

ン
の
始
末
に
必
要
な
物
）
▼
費
用
＝
無

料　

問
ア
ニ
マ
ル
ラ
イ
フ
高
橋
☎
52

－
２
６
１
８

▼
対
象
＝
下
館
地
区
在
住
の
成
人
女
性

▼
日
程
＝
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
（
月

1
回
程
度
）
▼
場
所
＝
下
館
地
区
各
地

区
公
民
館　

▼
内
容
＝
女
性
の
社
会
参

加
、
健
康
管
理
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
の
学
習
・
実
践　

▼
申
込
期
限
＝
４

月
14
日
（
火
）
問
申
し
も
だ
て
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
☎
23

－

１
６
１
６
及
び
下
館

地
区
公
民
館
へ

▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
昭
和
24
年
４
月

1
日
以
前
生
ま
れ
の
人
で
、
社
会
参
加

活
動
や
趣
味
と
教
養
の
充
実
活
動
に
興

味
の
あ
る
人　

▼
場
所
＝
市
内
各
地
区

公
民
館
（
下
館
地
区
の
人
は
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
へ
）
▼
随
時
受
付
、
※
平
成
20

年
度
に
加
入
で
継
続
希
望
者
の
申
し
込

み
は
不
要　

問
申
最
寄
り
の
各
地
区
公

民
館
へ

▼
対
象
＝
年
中
児
〜
小
学
生
（
小
学
2

年
生
以
下
は
練
習
時
に
保
護
者
が
付
き

添
っ
て
く
だ
さ
い
）　

▼
日
時
＝
４
月

か
ら
翌
年
３
月
の
毎
月
第
２
・
第
４
土

曜
日
午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分　

※
第

1
回
目
の
練
習
は
４
月
25
日
で
す
。

▼
場
所
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー　

▼
人
数
＝
先
着
30
人
前
後　

▼

費
用
＝
無
料　

▼
申
込
受
付
＝
４
月
１

日
（
水
）
か
ら　

問
申
し
も
だ
て
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
☎
23

－

１
６
１
６

▼
開
催
日
時
＝
５
月
17
日
か
ら
毎
月
第

１
・
第
３
日
曜
日
、
午
前
の
部
、
午
後

の
部　

▼
募
集
人
員
＝
50
人
（
初
心
者

に
限
る
・
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
受
講
資
格
＝
市
内
在
住
者　

▼
受
講

料
＝
無
料
（
粘
土
代
は
実
費
）　

▼
講

師
＝
宝
野
達
哉
先
生　
▼
募
集
期
間
＝

４
月
14
日
（
火
）
〜
21
日
（
火
）
※
20

日
（
月
）
は
休
館
日　

▼
申
し
込
み
＝

窓
口
で
直
接
申
込
（
電
話
不
可
）
問
協

和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
―
☎
57

－

５
８
２
１

募
　
集

区分 相談員 相談日時・予約先 相談場所

法律相談 弁護士

 4 月 17 日（金） 午前 10 時〜正
午　■予約＝ 4 月 6 日（月）午
前９時〜市社会福祉協議会へ電
話申込 
 ☎ 22-5191（市内在住の人・
５人で締切、受付順）

関城老人福
祉センター

　＊秘密厳守・無料　　＊来訪順

法　律　相　談 （社協） 『母の日の押し花アート1Dayレッスン』参加者募集

読
み
聞
か
せ
（
関
本
公
民
館
）

読
み
聞
か
せ
の
会

協
和
お
は
な
し
会

あ
お
ぞ
ら
ほ
い
く

ス
コ
ー
レ
母
親
セ
ミ
ナ
ー

犬
・
猫
の
里
親
会

犬
の
し
つ
け
方
教
室

ち
び
っ
こ
合
唱
隊
メ
ン
バ
ー

募
集

女
性
学
級
生
募
集

高
齢
者
学
級
生
募
集

『
陶
芸
教
室
』
受
講
生
募
集

家
庭
倫
理
の
会
・
子
育
て
セ
ミ

ナ
ー

18

　大好きなお母さんに感謝の気持ちを込めて、カーネーションの押し花で素敵なプレゼント

を作りましょう♪　▶内容＝大人（中学生以上）：アートフレーム、 子供（小学生）：タイル

マグネット　▶日時＝5 月 9 日（土）午後 1 時 30 分〜 3 時 30 分　▶場所＝しもだて地

域交流センタークラフト室（アルテリオ２階）　▶対象＝市内在住・在勤者　▶募集人数＝

大人12人、子供12人（応募者多数の場合は抽選）　▶参加費＝材料費として大人2,500

円、 子供 1,000 円　▶持参品＝はさみ、ピンセット　▶申込期限＝4 月 8 日（水）まで

　　  しもだて地域交流センター☎ 23-1616問申



▼
期
日
＝
６
月
６
日
（
土
）
▼
場
所
＝

東
武
動
物
公
園　
▼
参
加
人
員
＝
障
害

者
１
５
０
人
、
同
伴
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

１
５
０
人　

▼
会
費
＝
①
結
城
〜
下
館

乗
車
＝
大
人
５
，
３
０
０
円
、
子
供
３
，

２
０
０
円　

②
岩
瀬
〜
笠
間
乗
車
＝
大

人
４
，
９
０
０
円
、
子
供
３
，
０
０
０
円

▼
夕
食
あ
り
、
幼
児
（
4
才
〜
小
学
校

入
学
前
）
会
費
は
３
５
０
円　

▼
申
込

期
間
＝
４
月
1
日（
水
）か
ら
30
日（
木
）

問
申
市
障
害
福
祉
課
☎
24

－

２
１
１
１

市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
22

－

５
１
９
１

木
田
郁
夫
☎
28

－

０
４
７
３

▼
講
座
名
＝
第
二
種
電
気
工
事
士
受
検

対
策
（
筆
記
）　

▼
定
員
＝
先
着
10
人

▼
受
付
期
間
＝
４
月
13
日
（
月
）
〜
17

日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

▼

受
講
料
＝
２
，
９
０
０
円
（
教
材
費
含

む
）
問
申
県
立
筑
西
産
業
技
術
専
門
学

院
☎
24

－

１
７
１
４

▼
日
程
＝
５
月
10
日
（
日
）
午
前
８
時

30
分
〜　

※
雨
天
時
は
５
月
17
日
（
日
）

▼
場
所
＝
県
西
総
合
公
園　

▼
種
目
＝

硬
式
テ
ニ
ス
男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

▼

募
集
人
数
＝
各
先
着
36
組　
▼
費
用
＝

１
組
２
，
０
０
０
円
（
テ
ニ
ス
連
盟
未
加

入
者
は
１
人
１
，
５
０
０
円
）　

▼
申
し

込
み
＝
４
月
６
日
（
月
）
〜
21
日
（
火
）

に
ＦＡＸ
24

－

４
３
９
５
で
市
テ
ニ
ス
連
盟
・

板
谷
へ　

問
板
谷
☎
24

－

４
３
９
５

▼
日
時
＝
４
月
８
日
（
水
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
予
約
不
要
）　

▼
テ
ー
マ
＝
自

然
育
児
と
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育　
▼
場
所

＝
明
野
図
書
館
視
聴
覚
室　
▼
対
象
＝

県
西
近
隣
の
妊
婦
さ
ん
、
子
育
て
中
の
マ

マ
、
自
然
育
児
に
興
味
の
あ
る
人　

▼

年
会
費
＝
３
，
６
０
０ 
円　

※
１
回
目

見
学
３
０
０
円
、
２
回
目
入
会
の
お
願
い

問
の
の
は
な
自
然
育
児
の
会http://

nonohana-shizenikuji.infoseek.ne.jp

▼
日
時
＝
第
１・３
水
曜
日
、
午
前
10

時
〜
正
午
（
月
２
回
実
施
）
▼
場
所

＝
協
和
公
民
館
・
和
室　

▼
会
費
＝
１

年
目
１
回
１
，
０
０
０
円
、
２
年
目
１

回
５
０
０
円　

問
申
愛
昌
会
・
斉
藤
☎

０
９
０

４
１
２
４

５
８
６
３

▼
日
時
＝
毎
週
土
曜
日　

午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
明
野
公
民

館
（
武
道
館
）　
▼
随
時
参
加
可
、
２
か

月
間
初
歩
か
ら
の
無
料
体
験
が
で
き
ま

す
。
問
申
明
野
太
極
拳
ク
ラ
ブ
・
大
越

☎
52

－

１
１
６
７

《
市
民
み
ん
な
で
健
康
づ
く
り
》

▼
日
時
＝
４
月
16
日
（
木
）
午
後
１
時

30
分　

▼
会
場
＝
ス
ピ
カ
分
庁
舎
３
階

『
健
康
ひ
ろ
ば
』　

▼
内
容
＝
『
口
の
中

か
ら
世
界
が
見
え
る
』
〜
歯
周
病
と
骨

粗
し
ょ
う
症
編
〜　

▼
講
師
＝
中
山
歯

科
診
療
所
医
学
博
士
・
中
山
清
先
生

問
健
康
づ
く
り
課
☎
22

－

０
５
０
６　

▼
日
時
＝
４
月
１
日
・
15
日
（
水
）
午

後
１
時
30
分
〜
３
時　
▼
場
所
＝
ス
ピ
カ

分
庁
舎
３
階
『
健
康
ひ
ろ
ば
』
▼
講
師

＝
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士　

▼

募
集
人
員
＝
先
着
30
人　
▼
服
装
＝
動

き
や
す
い
服
装　

▼
持
参
物
＝
タ
オ
ル
、

飲
み
物　

問
申
健
康
づ
く
り
課
☎
22

－

０
５
０
６
／
筑
西
市
い
き
い
き
ヘ
ル
ス
会

会
長
・
岡
田
☎
37

－

４
０
０
６

▼
日
時
＝
４
月
６
日
・
20
日
（
月
）
午

後
１
時
30
分
〜
３
時　
▼
場
所
＝
ス
ピ
カ

分
庁
舎
３
階
『
健
康
ひ
ろ
ば
』
▼
対
象

者
＝
運
動
の
で
き
る
市
民
35
人　

▼
持

健
　
康

参
物
＝
バス
タ
オ
ル
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

問
申
健
康
づ
く
り
課
☎
22

－

０
５
０
６
／

健
康
運
動
普
及
員
会
会
長
・
鳥
生
☎
20

－

３
３
８
６

▼
稲
川
久
雄
様
（
大
塚
）
＝
文
化
振
興
へ

古
文
書
６
点
、
古
地
図
４
点　

▼
田
中
良

様
（
二
科
会
評
議
員
・
取
手
市
）
＝
し
も

だ
て
美
術
館
へ
油
彩
画
６
点

お
礼
と
ご
報
告

M
T2

1

・
健
康
づ
く
り
講
演
会

《
生
涯
学
習
奨
励
単
位
認
定
該
当
事
業
》

健
康
運
動
教
室

《
生
涯
学
習
奨
励
単
位
認
定
該
当
事
業
》

い
き
い
き
ヘ
ル
ス
体
操
教
室

《
生
涯
学
習
奨
励
単
位
認
定
該
当
事
業
》

問い合わせ

関城支所総務課
☎ 37-6111 内線 371

市広報広聴課
☎ 24-2111 内線 314

関城支所総務課
☎ 37-6111 内線 371

市広報広聴課
☎ 24-2111 内線 314

市広報広聴課
☎ 24-2111 内線 314

申し込み

事前申込不要

（当日来訪順受付）

4 月 13 日（月）
午前 9 時〜電話予
約（先着８人まで）

相談員
遊 佐 行 弘
小野澤桂子
堀 江 　 潔
池 羽 七 郎

行政相談委員
（総務大臣委嘱）

弁護士

人
権
擁
護
委
員

相談会場

関城支所
3 階委員会室

市民会館
1 階会議室

関城支所
3 階委員会室

市民会館
１階会議室

市民会館
１階会議室

相談日時

4 月 16 日（木）
午前 10 時〜正午

4 月 23 日（木）
午後１時〜 3 時

4 月 16 日（木）
午前 10 時〜正午

4 月 23 日（木）
午後１時〜 3 時

4 月 23 日（木）
午後１時〜 4 時

区分

人権相談

行政相談

法律相談

＊人権・行政・法律相談、費用無料、秘密厳守、市内在住の人生活の困りごと相談（市）

相談日・時間 会場 申込先

4 月 9 日（木）
午後１時〜３時

下館保健セ
ンター

スピカ分庁舎
☎ 22-0506

4 月 14 日（火）
午前 10 時〜 11 時 筑西保健所 ☎ 24-39114 月 27 日（月）
午後 4 時〜 5 時

こ こ ろ の 健 康 相 談  
▶自分自身や家族の悩み・不安など一人で悩ま
ずに、専門医に相談してください。（※予約必要 )
▶秘密厳守、相談は無料です。

の
の
は
な
自
然
育
児
の
会

参
加
者
募
集

『
09
友
情
列
車
ひ
ま
わ
り
号
』

参
加
者
募
集

着
付
会
員
（
初
心
者
）
募
集

太
極
拳
を
体
験
し
ま
せ
ん
か

筑
西
市
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大

会
（
硬
式
）
参
加
者
募
集

受
講
生
募
集

女 性 問 題 相 談  

▼日時＝① 4 月 6 日（月）、9 日（木）、20 日（月）、23
日（木）午前９時30分〜正午、②4月2日（木）、13日（月）、
16 日（木）、27 日（月）午後１時 30 分〜４時　 ▼場所
＝市役所１階相談室　 ▼相談員＝女性の専門相談員　 ▼

申し込み＝随時受付（土日祝日は不可）、電話で下記ま
で　 ▼秘密厳守《費用無料》
  　　こども課家庭児童相談室 ☎ 25-3901

※ＤＶ、夫婦関係、セクハラ問題など

問申

納期限：4 月 30 日（木）

今 月 の 納 税
固 定 資 産 税 （1 期）

　納税に便利な口座振替をご利用ください。
手続きは、金融機関の届出印を持参のうえ
市収税課または市内の金融機関・郵便局へ
■問い合わせ　市収税課管理係　内線 444

都 市 計 画 税 （1 期）
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後
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人口＝男 54,196 人　女 55,397 人　計 109,593 人　世帯数＝ 35,268 世帯（平成 21 年３月１日現在・常住人口）

　

子
ど
も
た
ち
に
農
業
に
触

れ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
天
国
の
活
動
。
自
然

と
ふ
れ
合
い
、
生
命
の
大
切
さ

な
ど
農
業
か
ら
学
ぶ
べ
き
も
の

が
あ
る
。
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
体
験
し
て
ほ
し
い
。　
　
（
か
）

ペットはあなたの家族です。

『ふん』の
後始末をしましょう

盲導犬のパピーウォーカー 稲見 暁
あ け み

海さん（門井）

　世の中にはいろいろな理由があって動物が嫌い、動物が苦手という

人もいます。飼い主や犬好きな人にとっては「まさか」と思うかもし

れませんが、犬の姿を見るだけで、怖くて仕方ないという人もいます。

飼い主は、そういう人たちの気持ちにも配慮が必要です。　

　また、飼い主にはそれほど気にならなくても、ニオイや抜け毛、

吠え声などが周囲とのトラブルの原因になることもあります。

衛生面でも十分な注意を払いましょう。

　一部の飼い主のマナー違反は、周囲の人々に犬への

反感を持たせるだけではありません。マナーを守って

いる飼い主たちにも迷惑になります。ごく一部のマナー

を守らない飼い主のために、それまで散歩することが

できた公園が、「犬立入禁止」になる例もあります。

　パピーウォーカーとは、将来盲導犬になるために生まれてき

た子犬（パピー）を約 10 か月間、家族の一員として育てるボ

ランティアです。稲見さんはこれまでに 30 頭以上の子犬を盲

導犬センターに送り出してきました。

　「子犬はこの期間に愛される喜びを覚え、人間社会の習慣や

規則を身につけます。人間社会の中での良きパートナーとなれ

るように愛情を注ぎながら大切に育てています。全国には盲導

犬を待っている人たちが大勢いますからね。とてもやりがいが

ありますよ」と稲見さん。

　飼い主のマナーについて「私たちが行う散歩は、排便をさせ

るための散歩ではありません。ですから、自宅の決められた場

所で用を済ませてから散歩に出かけます。それでも出かけると

きには、ビニール袋やテッシュなどを入れた『お散歩バック』

を持ち歩くようにしています。ペットは家族の大切な一員で

す。周囲の迷惑にならないよう責任をもって飼うことが大切で

すね」と稲見さんは訴えています。

あなたの犬や猫はご近所から愛されていますか？

　家の前や公園、道路などが犬の「ふん・尿」
で汚されて迷惑しているとの苦情が年々増えて

います。周辺の環境を清潔に保つことは、飼い

主の当然のマナーです。ふん・尿は自分の敷地

内で済ませましょう。

　また、散歩のときは、ふんを入れる袋などを

持って歩き、道路などで排泄してしまったとき

は、きちんと後始末をしましょう。

■問い合わせ　生活環境課　内線４０２、４０７
■野犬などの苦情相談窓口　茨城県動物指導センター
　☎0296-72-1200（笠間市日沢47）

　

入
学
、
進
学
、
就
職
、
転
勤
な

ど
新
た
な
旅
立
ち
。『
親
思
う
心

に
勝
る
親
心
』
子
が
親
を
思
う
気

持
ち
よ
り
も
、
子
を
思
い
や
る
親

の
気
持
ち
の
方
が
は
る
か
に
強
く

深
い
と
い
う
意
味
。
正
に
そ
の
思

い
溢
れ
る
桜
４
月
で
あ
る
。（
も
）

ムスカリ（ユリ科）：花は一見するとブド
ウの実のように見えます。このことから
ブドウヒアシンスの別名を持ちます。

　

目
先
の
成
果
を
追
わ
ず
、
じ
っ

く
り
と
次
の
世
代
に
文
化
を
伝

え
て
き
た
森
田
茂
先
生
。
美
術

館
や
薪
能
な
ど
先
生
が
蒔
い
た

種
は
市
民
の
誇
り
と
な
っ
て
花

開
い
て
い
る
。
故
郷
を
愛
し
続
け

た
先
生
の
心
を
忘
れ
ま
い
。（
ま
）




